
サ
ロ
ベ

ツ
原

野
と
称

さ
れ
る
の
は
、
天
塩
川

の

下
流
、
幌

延
と
天
塩

と
を
結
ぶ
線
か
ら
北

に
か
け

て
東

西
約

五
㎞
、
南
北
約

二
〇
紬
に
わ
た

っ
て
ひ

ろ
が
る
、
ほ
ぼ
矩
形

の
泥
炭
地
を
主
体
と
す

る
区

域

で
あ
る
。
こ
の
泥
炭

地
は
、
そ

の
周
縁
を
流
れ

る

サ
ロ
ベ

ツ
川

、
上

エ
ベ

コ
ロ
ベ
ツ
川
、
下

エ
ベ

コ
ロ
ベ
ツ
川

お
よ
び

オ
ト
ン
ル
イ
川

な
ど
に
よ

っ

て
潅
概
さ
れ
て
お
り
、
融
雪
期

の
氾
濫

に
よ

っ
て

大
き

く
冠
水
す

る
湿
潤
な
と

こ
ろ
で
あ
る
。
池
沼

と
し
て
は
中
央

部
付
近

に
ペ
ソ
ケ
、
パ
ソ
ケ
の
二

湖
を
有
す

る
ほ
か
、
長
沼
な
ど
二
、
三

の
半
月
湖

が
あ
る
。
東

と
北

と
は
低

い
丘
陵
に
接

し
て
お
り

西
は
幅
約

二
㎞

に
お
よ
ぶ
数
列

の
砂

丘
帯
を
介
し

て
日
本
海

に
面
す

る
。

泥
炭
地
は
元
来
、

天
塩
川
河

口
に
砂
丘
列

の
発

達

に
伴

っ
て
成

立
し
た
古

サ

ロ
ベ
ツ
湖
を
母
体
と

す
る
。
湖

の
淡
水
化

お
よ
び
泥
炭
の
堆
積

は
と

こ

ろ

に
よ
り
必
ず

し
も

一
様

で
は
な
く
、
し
た
が

っ

て
現
在

の
泥
炭

お
よ
び

泥
炭
地
植
生
の
分
布
も
、

ま
た
部
分
的

に
異
な

っ
て
い
る
。

砂
丘
列
は
、
カ

シ
ワ

・
モ
ン
ゴ
リ

ナ
ラ
林

お
よ

び
針
広
混
交
林

に
お
お
わ
れ
、
列
間

に
は
狭
く
長

い
沼
、
あ

る
い
は
こ
れ
の
干
上
が

っ
た
湿
地
が

み

ら
れ

る
。
第

一
砂

丘

に
は
不
完
全
な
海
岸
草
原
が

あ

る
が
、
放
牧
あ
る

い
は
耕
作

に
よ
っ
て
植

生
は

破
壊

さ
れ
、
自
然
状
態

の
保

た
れ

て
い
る
と
こ
ろ

は
少
な

い
。

泥
炭

の
埋
蔵
分
布

か
ら
み
る
と
、
丸
山
北
西
部

に
高
位

泥
炭

の
主
た
る
中

心
を
有
し

.
こ
れ
を
囲

ん
で
中
間

お
よ
び
高

位
泥
炭
地
が

ほ
ぼ
同
心
円
状

に
な
ら
ん
で
お
り
、
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
中
、
も

っ
と

も
均
斉
な
分
布
を
示
す
と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す

る
丸
山

は
、
円
形
、

島
状

の
洪
積
台
地
で
、
古
く

か
ら
開
拓
が
進

ん
で

い
る
が
、
な

お
周
縁

に
若

干
の
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
林

と
、
針
広
混
交
林

(
ト
ド

マ
ツ

・
エ
ゾ

マ
ツ

・
ハ

ル
ニ
レ

・
エ
ゾ
イ
タ
ヤ

・
セ
ソ
ノ
キ

・
ヤ
チ
ダ

モ

・
ナ
ナ
カ

マ
ド

・
キ
タ

コ
ブ

シ

・
ハ

ン

ノ

キ

な

ど
)

と
を
残
し

て
い
る
。
前
述

の
よ
う

に
、
下

エ

ベ

コ
ロ
ベ
ツ
川

は
原
野
中
央
部

の
南
東
角
か
ら
、

い

っ
た
ん
北

に
流
れ
、
落
合

で
サ

ロ
ベ
ツ
川
と
合

し
て
地
区

の
北
端

で
ア
チ
ャ
ル
丘
陵

に
会
し
、
こ

れ
か
ら
地
区

の
西
縁

を
な
し

つ
つ
南
下
す
る
。
河

畔
に
は
自
然
堤
防
が
形
成

さ
れ
て
お
り
、
ヤ
チ
ダ

モ

・
ハ
ン
ノ
キ

・
ナ
ガ
バ

ヤ
ナ
ギ
を
主
と
す
る
河

畔
林

と
、

オ

ニ
シ
モ
ツ
ヶ

・
オ
オ
イ

タ
ド
リ

・
エ

ゾ

ヨ
モ
ギ
な
ど
を
主
要
素
と
す

る
群
落
が
み
ら
れ

る
。以

上
を
要
す
る

に
、
主

と
し
て
地
形
上
か
ら
の

区
分
と
し
て
は
、
砂

丘
帯
、
湿
原
主
部
、
丘
陵

の

三

つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

砂

丘
列

は
海
岸
草
原
、
風
衝
型

カ

シ
ワ
、

モ
ン

ゴ
リ

ナ
ラ
林
、
砂
丘
列

間
湿
地

と
針
広
混
交
林
よ

り
成
る
。
針
広
混
交
林

に
は
ト
ド

マ
ツ

・
エ
ゾ

マ

ツ

・
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ

・
ミ
ズ
ナ
ラ

・
ニ
ゾ
イ

タ
ヤ

・
ナ
ナ
カ

マ
ド

・
セ
ン
ノ
キ

・
シ
ラ
カ
バ

・
コ
シ

ア
ブ

ラ

・
ホ
ウ

ノ
キ

・
キ
タ

コ
ブ

シ
な
ど
が

み
ら

れ

る
。

湿
原

は
、
河
畔
林

お
よ
び
若
干

の
河
岸
草

地
、

並
び

に
湿
原
主
部
の
群
落

に
分
け
ら
れ
る
。
湿
原

主
部

は
ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ

/
ツ
ル

コ
ケ
モ
モ
/

ミ
ズ

ゴ
ケ
群
落

に
代

表
さ
れ
る
高
位
泥
炭
地
植

生
、

ヤ

チ
ヤ
ナ
ギ
/

ヌ
マ
ガ
ヤ
群
落

に
代

表
さ
れ
る
中
間

泥
炭
植
生
と
、

ヨ
シ
お
よ
び
イ

ワ
ノ
ガ
リ
ヤ

ス
を

主
な
要
素
と
す
る
低
位
泥
炭
地
植
生
よ
り
成

る
。

丘
陵

は
主
と
し
て
針
広
混
交
林

の
占
め
る
と
こ

ろ
で
あ

る
が
、
伐
採
も
し
く

は
野
火
を
被
む

っ
た

と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
伐
採
も
し
く
は
野
火
を
被
む

っ
た
と

こ
ろ

で
は
、

シ
ラ
カ
バ
を
主
と
す

る
広
葉

樹
林
が
優
勢

で
あ
る
。

サ

戸
ベ
ツ
原
野
は
釧

路
湿
原
と
並
ん
で
北
海
道

と
い
う

よ
り
日
本

の
最

も
代

表
的

で
、
最
も
大
き

い

(
面
積
約

二
万
㎞
)

低
地
の
湿
原
と
し
て
知
ら

れ

て
い
る
。
そ

の
広

さ
の
故
を
も

っ
て
開
発

の
対

象

と
も

さ
れ
、
自
然
保
護

地
区
や
国
立
公
園

の
候

補

地
に
も
な

っ
た
。
実
際
、
利
尻

・
礼
文

国
定

公

園

に
サ

ロ
ベ
ツ
原
野
の

一
部
が
加
え
ら
れ
る
国
立

公
園

に
な

っ
た
わ
け
だ

が
、
こ
れ
も

開

発

と

の

「
分
け
取

り
」
か
、
陣
取

り
合
戦

の
よ
う
に
見

え

る
結
果

に
な

っ
た
。

こ
れ
か
ら
の

「
サ
ロ
ベ

ツ
」

は
、
さ
ら
に

(
そ

の
変

化
を
め
ぐ

っ
て
)
む
ず

か

し
い
問
題

を
抱
え
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
わ

.れ
る

(北
大
農
学
部
附
属
植
物
園
)

サ ロベ ツ 原 野
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